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1．本活動の目標

2022年 10月 8日 に 開 催 さ れ た「2022 Ene-1
MOTEGI GP」と い う，充 電 式 単 三 乾 電 池
（Eneloop）40本を動力源とするエコラン大会に参
加した．モビリティリゾートもてぎは 1周 1.490km

あるサーキットで行われ，大会では定められたレギ
ュレーションの元で自分たちが作製した車両で 1周
のタイムアタックでのポイントおよび 60分間，45
分間どちらか時間の耐久レースでの順位によるポイ
ントの獲得総合ポイントを競い合うレースである．
本活動では［DivNEXT b］のカテゴリーに参加し，
それぞれタイムアタックと 45分間完走を目標とし
た．

2．出場車両について

2.1 出場カテゴリー
カ テ ゴ リ ー は［Div1（a, b, c, d）］，［Div1＋］，

［DivNEXT（b, c, d）］と 8個に分かれている．Div1,
Div1＋での耐久レースは 60分間，Div1NEXT での
耐久レースは 45分間をなっている．

Div1：学生と大人が参加することが可能であり，
企業が作製した車両と競い合うができる．

Div1＋：大人のみ（一般）が参加することが可能
であり，車両重量制限（35kg 以上）が
ある．

DivNEXT：学生のみが参加することが可能であ
り，車両重量制限（35kg 以上）があ
る．

以上のカテゴリーの概要を表 1に示す．

2.1.1 DivNEXT b 出場車両
前年度まではアルミフレームを使用し車両を作製
していたが，今回は木を利用し木製の車両を新設計
した．木製を選択した理由は，加工がしやすく軽量
で強度も充分取れるためである．ドライバーに合わ
せて設計を行ったため以前の車両よりもコンパクト
に作製することができ，サイズ，重量，回線周りと
いった走行性能に大きく関係する部分を改良するこ
とができた．
ボディーの素材にはプラ板を導入した．プラ板は
カッターナイフで加工できるほど加工しやすく，非
常に軽量なため選択した．メンテナンス性を向上さ
せるためにマジックテープによる付け替えが可能と
なっており，リアホイールの部分はフレームと一体
化されているが，上部に持ち上げることが可能にな
っている．
電圧は Div1出場車両と同じく 48V 固定で速度，
効率を高めることを優先に考えた．
以上の DivNEXT b 出場車両諸元を表 2，写真を

図 1に示す．
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表 1 出場カテゴリー概要

表 2 Div1 b 出場車両諸元
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3．結果と考察

3.1 大会結果
今回の Ene-1 MOTEGI GP, Div1 NEXT クラスに
参加したチームは 20チームおり，タイムアタック
では 20チーム中 16位，45分間耐久レースでは 20

チーム中 6位，総合順位は 20チーム中 13位となっ
た．今回の参加車両の大会結果を表 3に示す．

3.2 考察
前年度までは 90分間の耐久レースだったのに対

して今年度からは 45の耐久レースにレギュレーシ
ョンが変更されたたため今までのラップタイムでは
遅くなると考え，3分を切るエネルギーマネジメン
トを行い，完走を目指した．しかし他チームは 2分
30秒を切るラップタイムで耐久レースを行い，総
合順位を伸ばすことができなかったと考えられる．
より速いラップタイムを刻みより多く周回するため
には車体の軽量化，剛性強化，抵抗値の低下などの
改良を行う必要があるのと同時に使用する電池をす
べて使用できるシステムを作製する必要がある．そ
のため，来年度では DCDC コンバーターといった
昇圧降圧を行うことができるコンバーターを導入
し，時間や電池の残量によって回転数やトルクを調
節することが回路を作製し，より速度が出すことが
可能なギア比に設定することでより良い電池残量の
マネジメントと平均速度の上昇を再現することがで
きると考えた．

4．まとめ

新規設計した車両，新しく定められたレギュレー
ションなど今年度で変更された点が大きく，それに
伴い大会レベルも上昇したと肌身で感じた．今回は
新規設計した車両だったためクラス 1つ落とした
Div1 NEXT にエントリーしたが，来年度では他
チームから学んだ知識や考察したシステムを導入
し，クラスを Div1に上げ，好成績を目指していき
たい．

表 3 2022 Ene-1 MOTEGI 大会結果

図 1 DivNEXT b 出場車両
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